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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

株式会社R-CORPORATION 

 

②施設・事業所情報 

名称：SANDA KID保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：渋谷 晶子 定員（利用人数）：60 名 

所在地：〒230-0071 

横浜市鶴見区駒岡3-4-41 

TEL：045-834-8161 ホームページ：https://www.kid-g.com 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2020年04月01日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：一般社団法人KID-G 

 職員数 常勤職員：20 名 非常勤職員：8 名 

 専門職員 （専門職の名称）： 名 看護師：1名 

保育士：20名 管理栄養士：1名 

栄養士：2名 調理師：1名（栄養士兼務） 

子育て支援員：1名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

居室：0歳児室 設備：調理室 

居室：1歳児室 設備：調乳室 

居室：2歳児室 設備：事務室 

居室：3歳児室 設備：医務室  

居室：4歳児室 設備：園庭 

居室：5歳児室 設備：多目的トイレ 

居室：一時預かり保育室 設備：幼児用トイレ 

 設備：乳児用トイレ兼沐浴室 

 設備：こどもトイレ 

 

③理念・基本方針 

＜理念＞ 

KID=Kindly Imagination Dream 

夢と優しさに満ちた、想像力豊かな人を育む 

 

＜基本方針＞ 

１．心育・体育・知育、調和のとれた環境の中で「生きる力」を育む 

２．子ども・保護者・保育者・地域、保育にかかわるすべての人とのつながりを大切に

考える 

 

＜保育目標＞ 

○よく遊び、よく考える子ども 

○心身ともにたくましく元気な子ども 

○友だちや人を大切にし、思いやりのある子ども 



 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

＜保育姿勢＞ 

１．第二の家庭と思えるような「心の落ち着ける場所」を目指します。 

２．子どもとのスキンシップを大切にし、ひとりひとり丁寧に関わります。 

 

＜SANDA KID保育園の特徴的な取り組み＞ 

●第二の家庭のような保育園 

子どもの心のよりどころとなる保育士であるよう、スキンシップを大切にひとりひとり

に関わります。保護者にとってもホッとできる場所になるよう、信頼関係を大切にしま

す。 

●はだし保育 

室内では「はだし」で過ごし、足の裏の感覚の発達を促し、じょうぶな体を作ります。 

●絵本の読み聞かせ 

0歳児からの絵本の読み聞かせの時間を大切にし、思いやりの気持ちや想像力を育てま

す。 

●子ども主体の保育 

子どもが自らやりたいと思う気持ち、興味を持ち挑戦しようとする気持ちを大切にしま

す。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

2022年11月11日（契約日） ～ 

2023年04月17日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       初回（年度） 

⑥総評 

【SANDA KID保育園の概要】 

●「SANSDA KID保育園」（以下、本園という）」は、一般社団法人KID-G（以下、

法人という）が運営する横浜市認可保育所です。法人は2016年に創立され、現在、横

浜市・川崎市を中心に保育園や関連施設を運営しています。法人名（KID）は、「Kindly」

「Imagination」「Dream」の頭文字で、 法人理念「夢と優しさに満ちた、想像力豊か

な人を育む」を表しています。法人は、一人ひとりと丁寧に関わり、子どもとのスキン

シップを大切にし、第二の家庭と思えるような「心の落ち着く場所」を目指しています。 

 

●SANDA KID保育園は、東急東横線綱島駅から、鶴見川にかかる大綱橋を渡り、東に

2km程の駒岡中郷市民の森に隣接した場所に位置しています。また、環状2号線を挟ん

だ反対側には三ツ池公園があります。周辺は、商業施設が多く、交通量もあり活気のあ

る地域です。園舎は、鉄骨造り2階建てで1階に3歳児12人、4歳児12人、5歳児12人

の保育室、2階に0歳児6人、1歳児8人、2歳児10人の保育室を設けています。SANDA 

KID保育園の開園は令和2年4月1日であり、今年度初めて5歳児が12名となり、園全体

で定員の60名になりました。園舎の東面には174㎡の園庭があり、砂地に砂場、土管、

象のすべり台、鉄棒、固定遊具が設置され、三輪車やキックボード等もあります。保育

サービスは乳児・幼児保育、延長保育、一時保育、年度限定保育事業を実施しています。 

 

●SANDA KID保育園は、子ども一人ひとりに大切に関わり、第二の家庭と思えるよう

な「心の落ち着ける場所」を目指しています。園舎内には、カエル（帰る）をイメージ

した飾りつけや、自然を味わう内装が施されています。また、園舎裏側は緑の森になっ

ており、落ち着きのある安らぎを覚える環境で、子どもたちは伸び伸びと園生活を楽し



 

んでいます。 

 

◇特長や今後期待される点 

１．【保護者から信頼されている保育園】 

今回の利用者（保護者）アンケートでは、「職員はお子さんを大切にしてくれますか」、

「保護者に対する職員の対応や態度について」、「相談事への対応について」等、8項目

が100点満点の保育園です。SANDA KID保育園は、コンセプトを、『一人ひとり大切

に関わり、第二の家庭と思えるような「心の落ち着ける場所」を目指す』として設立さ

れました。鉄骨造り2階建ての園舎は、カエル（帰る）等の自然をモチーフにした内装で

落ち着いた雰囲気作りがされています。そして、駒岡中郷市民の森に隣接しているので、

ドングリ拾い等、四季折々の自然を楽しみ、伸び伸びと遊べる環境があります。SANDA 

KID保育園が求める保育士像は、「子ども大好き」です。園長をはじめ、職員は、温かい

笑顔で子どもたちを優しく迎え入れています。保護者からは、「先生たちの笑顔と、ど

の先生も優しく子どもたちに接し、いけない時はきちんと叱ってくれ、とても良い環境

で子どもたちがのびのびと過ごしている」との声が多く寄せられており、子ども、保護

者からも信頼され、この園の良い点と言えます。 

 

２．【体操、英語のカリキュラム・展開】 

SANDA KID保育園では、体操、英語をカリキュラムに位置付けています。体操は、法

人委託の講師が毎週金曜日の午前中に幼児のみ行います。基礎運動能力を年齢に合わせ、

成長段階での目標作りをしていきながら、身体的活動面、精神的活動面、社会的活動面

を視野に入れて運動を通して体力作りを培っています。また、体育器具を使用しながら

身体の伝達信号を多くし、機能効率の円滑化と身体機能の認知を行っています。英語は、

イギリス人講師が毎週火曜日に行います。幼児が午前中、乳児は午後に、クラス別に20

分～40分順次行っています。コミュニケーション能力としての必須の内容と異文化に触

れて学んでいます。また、異文化の言語を目に、耳に、口にすることでグローバルな視

野を持ち、理解していきます。さらに、体操と英語は、夕方、課外活動として有料にて

地域の小学生も受け入れて実施しています。保護者からは、お稽古ごとと学童保育を兼

ねた取り組みに好評を得、地域にも貢献しています。 

 

３．【セレクト給食の試み】 

SANDA KID保育園では、年間食育計画に則って食育活動に力を入れています。活動の

中で、食育として初めて「セレクト給食」（フルーツ）を実施しました。子どもたちが、

自分の好きなものを選ぶことで、「給食の楽しさを感じてもらう」、「食べる意欲の発

揮を促す」をねらいとし、1月は2回行いました。セレクト給食は、事前に提示された2

つのフルーツを子どもが選択して伝えます。当日は自分で選んだフルーツを配膳します。

この活動は保護者からの提案をヒントに栄養士が企画し、子どもたちが楽しむ様子、笑

顔を見て展開できる試みであることを確信し、次は、主菜のセレクト給食を行う予定で

す。この取り組みによって食への興味・関心、楽しみ・意欲につながっていくと思われ

ます。 

 

４．【保育に関する全体計画のブラッシュアップ】 

SANDA KID保育園の全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関する条約、児童福祉

法、保育所保育指針等に沿い、子どもの最善の利益を実現できる趣旨で編成されていま

す。一方、保育所保育指針の主な変更点として、「育みたい資質・能力3本柱」及び「育

ってほしい10の姿」が盛り込まれ、この内、「就学までに育ってほしい10の姿」は全

体的な計画に記載されていますが、育みたい資質・能力3本柱が記載されていません。こ



 

の10項目において、保育内容（教育）の5領域の各領域に関連付けると保育所児童保育

要録の作成時にも理解しやすい内容になると思います。全体的な計画は、保育内容の全

容を示す園の顔であり、さらなる取り組みに期待します。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

施設名：SANDA KID保育園          

 

＜評価（自己評価等）に取り組んだ感想＞ 

    

初めて第三者評価を受審したにあたり、第三者からの視点で物事を捉えていただき自分

たちでは気付けなかった弱点(改善点、問題点)や強みを見つけることが出来た。 

 

強みは引き続き驕ることなく自信を持って行い、日々ブラッシュアップ出来るよう様々

な物事に興味を持ち学べる環境を構築していきたい。 

 

弱み(改善点、問題点)については、職員一人ひとりが他人事ではなく自分の事として捉え、

どのようにしたら改善出来るのかを職員主体で考える機会を増やした。 

 

今回の結果を基に引き続き、子ども・保護者から選ばれる園運営を行って参ります。 

 

＜評価後取り組んだ事として＞ 

 

１．今回の保護者からの評価に安心する事なく、引き続きコミュニケーションを取るよ

うにした。 

 

２．全体計画等を再度ブラッシュアップし、改めて全職員で見返しを行った。 

 

３．弱点は弱点とし見直しを行い、強みはより活かせるように情報を共有し合った。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


